【要綱別表】（添付資料１）
年度　新潟市元気な農業応援事業共通計画書（実績書）

【米対策ハード】　□収益力向上支援　
【園芸対策ハード】□収益力向上支援　　　　□鳥獣被害防止対策支援
【園芸対策ソフト】□果樹産地生産振興支援　□施設承継支援　□省エネルギー対策支援

	事業主体名
	

 

	所在地
	
	認定農業者
認定年月日
	

	目
的
・
必
要
性
等
	【目的・必要性】







	事
業
の
概
要
	 事　業　内　容
	 構造･規模･能力
	 数量・単価
	 事業費
	 補助率
	 市補助金

	
	
	 
	
	    　　　 　円
	
	  　　　　　　　 円

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	 施工箇所
 ･設置場所
	
	 計
	  　　　 　円
	
	 　　　　　 円
     　  

	負担区分
	事業費
	市補助金
	団体
	その他

	
	円
	円
	円
	円






〇現在の経営状況と３年後の計画について
	項目

品目名
	当該年産（　　年）
	３年後の計画（　　年）

	
	作付面積
（ａ）
	収入
（万円）
	経費
（万円）
	所得
（万円）
	作付面積
（ａ）
	収入
（万円）
	経費
（万円）
	所得
（万円）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	



※申請者の経営全体の状況を記載すること。
※「作付面積」欄を申請者の経営内容に変更して記載すること。





[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4]〇成果目標の設定　
以下の成果目標項目一覧の８つの項目から、各メニューの目的や導入機械の能力に応じた項目を１つ選び、記載してください。ただし、「規模拡大」を目標とする場合は、２項目を設定してください。
※省エネルギー対策支援は記載不要です。

	成果目標項目①
	[bookmark: _GoBack]※以下の成果目標項目一覧から選択

	現状値
	※以下の成果目標項目一覧から単位を選択

	３年後の目標値
	※以下の成果目標項目一覧から単位を選択

	内容
	※必要に応じて作業内容や生産物名等の詳細を記載

	確認資料
	営農計画書・確定申告書（写し）・検査伝票・作業日誌・その他（　　　　　　　　）



上記で「規模拡大」を選んだ場合、以下も記載。
	成果目標項目②
	※以下の成果目標項目一覧から選択

	現状値
	※以下の成果目標項目一覧から単位を選択

	３年後の目標値
	※以下の成果目標項目一覧から単位を選択

	内容
	※必要に応じて作業内容や生産物名等の詳細を記載

	確認資料
	営農計画書・確定申告書（写し）・検査伝票・作業日誌・その他（　　　　　　　　）



（注意事項）
※「現状値」「３年後の目標値」は下記の成果目標項目に合う単位を選択すること。
※「内容」は、必要に応じて作業内容や生産物名等の詳細を記載すること。
※「確認資料」は、３年後目標達成を確認する際の資料を選び、○で囲むこと。
※３年後の目標値については、実現可能な目標値を記載すること。事業経過３年後に実施される達成状況報告において目標未達成の場合、当該種目における活用が認められないことがある。

○成果目標項目一覧
	　
	項目名
	単位
	内容記載例
	目標設定
	確認資料

	1
	規模拡大　
	a
	
	５％以上
	営農計画書等　

	2
	売上向上
	万円
	
	１０％以上
	確定申告書（写し）等

	3
	作業の効率化
	任意
	選別
	１０％以上
	作業日誌等

	4
	生産数量の向上
	任意
	枝豆
	１０％以上
	販売伝票等

	5
	品質向上
	任意
	1等米比率
	１０％以上
	検査伝票、販売伝票等

	6
	経費削減
	万円
	防除費
	５％以上
	確定申告書（写し）等

	7
	作業時間削減
	時間
	ワナ監視時間
	１０％以上
	作業日誌等

	8
	新規取組
（果樹のみ）
	品種
	新美月
	１品種以上
	営農計画書等








【要綱別表】（添付資料２）
	　　　　　　　　　　　農業機械における補助対象事業費積算内訳書



	事業主体名
(リース借受者)
	 


【農業機械導入計画】                                                                           　　　　　　　　　　　　　　　   (単位：円)
	
	導入機械
	ﾒｰｶｰ・型式名
	数量

①
	見積価格
	上限補助金額算定
	補助金算定上の
事業費
(③または⑥の
いずれか低い額)
	

	
	
	
	
	単　価

②
	金　額

③（=①*②）
	ﾒｰｶｰ希望小売価格
	一定率

⑤
	算定事業費

⑥（=④*⑤)
	
	

	
	
	
	
	
	
	単価
②’
	金額
④(=①*②')
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	   小計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	   小計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	   小計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	見積額の計   　（③の合計　ａ）
	
	補助金額算定上の事業費計                  （Ａ）
	
	




注　1)事業認定後（又は交付決定後）に事業費が変更となる場合は上段に（　）書きで変更前を記入すること。
   2)交付決定年月日、番号は事業認定後（又は交付決定後）に事業費が変更となる場合のみ記入すること。    
   3)記入欄には、本体機と付属品及びアタッチメントを併せて記入すること。



【要綱別表】 （添付資料３）
導　入　機　械　能　力　算　出　基　礎　表
　ａ　機械１台当たりの能力

	

作業名
	

作業機名
	

区　分
	能力等




PS･条等
	時間当たり作業量（作業面積）
	１日当たり作業量（作業面積）
	期間中の作業可能日数
	期間中
の作業
面　積


ha
	

	
	
	
	
	作業幅


m
	作業
速度

㎞/時
	理　論
作業量

ha/時
	ほ場作
業効率

％
	ほ　場
作業量

ha/時
	１日の
作　業
時　間
時間/日
	作　業
回　数

回
	実作業
率

％
	１日の
作　業
面　積
ha
	作業期間


月日～月日
	日　数


日
	可　能
日数率

％
	可　能
日　数

日
	
	

	
	
	既存の
機　械
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	導入予
定機械
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



  (注)　１　上段は既存の機械、下段は導入しようとする機械について記入する。能力の異なる既存機械が複数ある時は、記入欄を適宜増やして記入する。
        ２  作業量（作業面積）の算出方法については、「農業機械の適正導入に係る指針（平成31年4月）」の第５章第１の計算式を参照のこと。

　ｂ　導入必要台数

	

作業名
	

作業機名
	

利用単位

（　　）
	既存機械の能力
	
不　　足
作業単位

（　）
	
導入機械
の 能 力

（　）
	
導入必要
台　　数

台
	　

	
	
	
	台　数

台
	作業可能
単　位
（　）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	



  (注)　１　収穫・調整機械等については、作業ピーク時に対応できる能力とする。
        ２　この様式によることが困難な場合は、様式についてこだわらない。

